
 

 

スタッフ】 

医師 山下 彰久     

理学療法士 安部 裕美子 宮野 清孝 長谷 知枝 水野 博彰 鐘井 光明 

 小林 健治 山田 景子 池田 高超 白幡 雄大 宮田 辰成 

 宇都宮 功一 木下 修平 梅本 翔 竹永 秀平 月城 一志 

 伊藤 大地 石村 優人 平沼 侑花 安田 絵理奈 阿部 小夏 

 中村 祐太（～2022.6） 下郡 明久（2023.1～）  

作業療法士 銭本 公子 平佐田 紘子 黒瀬 大貴 本村 厚郎 和田 将平 

 中居 昭博     

言語聴覚士 内田 朋宏 上田 加津子    

助手 山瀬 陽加 大下 夏栄    

 

【理念】 

安心、安全に早期リハビリテーションの充実・促進を図ることにより、早期回復を促し、

患者さまの退院・転院の橋渡しが的確にできるよう努める。 

 

【方針】 

当部においては、急性期のリハビリテーションの役割を担っていると考え、主として発症

間もない患者さま、手術後間もない患者さまを対象とし、積極的にリハビリテーションを実

施します。また、退院後の治療継続が必要な患者さまにおいては、外来でのリハビリテーシ

ョンを実施します。 

 

【重点診療方針】 

・早期リハビリテーションの充実・促進 

・患者さまの満足度向上 

・チーム医療の充実 

 

【令和 4 年度 重点目標】 

「質の高いリハビリテーションを提供する」 

・EPDCA サイクルの実践 

・標準プログラムの実践 

・コミュニケーション力を高める 

・医学管理料算定率の向上 

 

【施設基準】 

・運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 

リハビリテーション部 



・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） 

・廃用症候群リハビリテーション料（Ⅰ） 

・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 

・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ） 

・がん患者リハビリテーション料 

 

【主な対象疾患】 

・運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 

骨折･外傷･脊椎脊髄疾患･関節疾患･関節リウマチ･切断など 

・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） 

脳出血･くも膜下出血・脳梗塞･頭部外傷など 

・廃用症候群リハビリテーション料（Ⅰ） 

廃用症候群（腎不全･腎盂腎炎･胆のう炎･脱水など） 

・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 

 慢性閉塞性肺疾患･喘息･肺炎など 

・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ） 

 心筋梗塞･心不全･心大血管疾患術後など 

・がん患者リハビリテーション料 

各種がん疾患･手術後･化学療法や放射線による治療中・治療後など 

 

【概要】 

令和 4 年度は、理学療法士が令和 4 年 6 月に 1 名退職、令和 5 年 1 月に 1 名入職し、理

学療法士 21 名、作業療法士 6 名、言語聴覚士 2 名、助手 2 名の計 31 名の体制で、当院の

基本方針・当部の重点診療方針・令和 4 年度の重点目標に基づき、様々な疾患や外傷に伴っ

て発生した障害をもつ患者さまに対して、発症後早期または手術後早期よりリハビリテー

ションを実施しました。 

今年度は、「質の高いリハビリテーションを提供する」を目標に掲げ、リハビリテーショ

ンの内容、過程、そして結果にこだわりながら、専門性を最大限に活かし、様々な業務に取

り組んできました。 

診療に関しては、新型コロナウイルス感染症発生前と比較すると減少しています。前年度

に比べ、リハビリテーション処方患者さまの総数は増加しましたが、リハビリテーション実

施延べ単位数は減少となりました。この要因としては、中途退職者や育児休暇取得者が複数

名となり、実働療法士が減少したためと考えられます。 

診療の柱である機能回復、廃用予防、退院支援等については、多職種で積極的に実施し、

必要なリハビリテーションを安全・確実に提供できたと考えています。 

一般の患者さまに対しては、基本的な感染対策を意識高く実行しながら日々のリハビリ

テーションを実施してきました。 

また、新型コロナウイルス感染症の患者さまにおいても、限られた環境下ではありました

が、感染拡大防止策を徹底し、早期退院を目標に身体機能の維持や重症化の予防に努めまし

た。 



診療業務以外においても、我々の専門性を広く活かす目的で転倒予防班と腰痛予防班を

設置し、院内の委員会、各部署などと協働して様々な取り組みを行いました。 

転倒予防班は、医療安全対策室と協働して、院内の転倒インシデントレポートの集計・分

析を行い、各部署に報告提案を行いました。 

腰痛予防班は、衛生委員会の活動の一環として、令和元年度から今年度まで「作業環境の

改善」をテーマに、職員の腰痛予防に取り組みました。 

今後、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけは変更となりますが、引き続き、

「３密回避」の状況下でのリハビリテーションになると考えられます。適切な感染対策を行

い、患者さま、ご家族、地域の多職種の方々と、よりコミュニケーションを図ります。 

これからも、早期に機能回復・改善を目指す重要な役割を担うべく、急性期の段階から退

院後の生活を見据えた積極的なリハビリテーションを実践できるよう努めてまいります。 

 

【治療実績】（令和 4 年 4 月～令和 5 年 3 月）  

１）リハビリテーション処方数 

令和 4 年度、リハビリテーション処方数は 2,881 件（前年より 191 件増、増減率は

前年度比 7.1％増）で、その疾患内訳数は表 1 に示します。全体数の中での割合は、運

動器疾患が 35％、脳血管疾患等が 9％、廃用症候群が 21％、呼吸器疾患が 12％、心大

血管疾患が 10％、がん疾患が 13％です。 

   表 1 リハビリテーション処方数（疾患別） 

疾患別名 処方数(件) 
増減率 

(前年度比(％)) 

運動器 1,012 －5.0 

脳血管疾患等 266 5.6 

廃用症候群 618 42.4 

呼吸器 340 4.9 

心大血管疾患 279 0.0 

がん疾患 366 9.3 

合 計 2,881 7.1 

 

２）リハビリテーション実施延べ単位 

総数は 69,398 単位（前年より 9,752 単位減、増減率は前年度比 12.3％減）。疾患･

外来･入院別の内訳は、表 2 に示します。療法別の内訳は、表 3 に示します。 

表 2 疾患別リハビリテーション実施延べ単位数（外来・入院別） 

疾患別名 外来 
増減率 

(前年度比(％)) 
入院 

増減率 

(前年度比(％)) 
合計 

増減率 

(前年度比(％)) 

運動器 6,986 －12.6 28,587 －21.9 35,573 －20.2 

脳血管疾患等 515 28.1 11,359 －11.0 11,874 －9.8 

廃用症候群 52 126.1 7,008 －1.7 7,060 －1.3 

呼吸器 14 －48.1 7,549 33.5 7,563 33.1 



心大血管疾患 578 －31.4 3,833 3.1 4,411 －3.3 

がん患者 － － 2,917 －27.1 2,917 －27.1 

合 計 8,145 －12.3 61,253 －12.3 69,398 －12.3 

 

表 3 疾患別リハビリテーション実施延べ単位数（療法別） 

疾患別名 理学療法 
増減率 

(前年度比(％)) 
作業療法 

増減率 

(前年度比(％)) 
言語聴覚療法 

増減率 

(前年度比(％)) 

運動器 29,894 －18.8 5,679 －27.0 － － 

脳血管疾患等 4,437 －12.9 4,388 －9.7 3,049 －5.2 

廃用症候群 6,026 5.3 520 －25.1 514 －30.3 

呼吸器 4,779 17.5 369 62.6 2,415 74.0 

心大血管疾患 4,153 －8.0 258 437.5 － － 

がん患者 2,656 －22.6 118 －68.9 143 －24.3 

合 計 51,945 －12.9 11,332 －19.0 6,121 10.7 

 

３）退院患者の自宅復帰率 

自宅復帰率は、全体で 69.5％（前年より 2.1％減、増減率は前年度比 2.9％減）。疾患

別の内訳は表 4 に示します。 

   表 4 疾患別リハビリテーション別 自宅復帰率  

疾患別名 自宅復帰率(％) 
増減率 

(前年度比(％)) 

運動器 66.9 1.2 

脳血管疾患等 49.5 10.0 

廃用症候群 69.1 －7.2 

呼吸器 60.7 －18.2 

心大血管疾患 76.6 4.6 

がん疾患 93.9 －2.5 

平 均 69.5 －2.9 

    

４）日常生活自立度の改善状況(BI（Barthel Index：バーセルインデックス）値の変化） 

   各疾患において差はありますが、BI 値利得は増えており改善がみられたといえます。 

 運動器 脳血管疾患等 廃用症候群 呼吸器 心大血管疾患 がん患者 

介入時 33 33 33 36 40 52 

退院・転院時 78 66 59 56 78 91 

 

  



【院外活動】 

＜スポーツ活動支援＞ 

開催年月 大会名・講座名  

2022.7 第 104 回全国高等学校野球選手権山口大会 ［サポートスタッフ］ 

平沼侑花 

2022.10 第 22 回全国障害者スポーツ大会 

「いちご一会とちぎ大会」 

［山口県選手団役員］ 

宮野清孝 

2022.12 J-STAR プロジェクト基礎測定会 ［測定協力員］ 

宮野清孝・平沼侑花 

2023.3 令和 3 年度山口県知的障がい者親睦バレーボー

ル大会 

［下関男子チームスタッフ帯同］ 

宮野清孝 

［救護担当］ 

平沼侑花 

 

【業績集】 

＜発表等＞ 

開催年月 演  題  等 発表者等 学会名等 場所 

2022.4 ［特別講義］ 

臨床実習に臨むにあたっての

心構え 

［講師］ 

宮野清孝 

 下関リハビ

リテーショ

ン学校  

2022.5 ［講義］ 

早くもとの生活に戻るために

どんなリハビリ連携が必要か 

［講師］ 

宮野清孝 

第 1回新型コロナ

ウイルス感染症の

リハビリテーショ

ン対策研修会 

Web 開催 

2022.6 協会組織と生涯学習システム ［講師］ 

宮野清孝 

山口県理学療法

士会 

Web 開催 

2022.6 ［講義］ 

骨関節障害理学療法学実習 

［講師］ 

宮野清孝 

 YICリハビ

リテーシ

ョン大学

校  

2022.6 協会組織 ［講師］ 

宮野清孝 

日本理学療法士

協会 

Web 開催 

2022.7 東京 2020 パラリンピック活動

報告 

［報告者］ 

宮野清孝 

山口県理学療法

士会 

Web 開催 

2022.7 ［講義］ 

基礎講座 

［講師］ 

宮野清孝 

キネシオテーピ

ング協会 

Web 開催 

2022.7 ［講義］ 

呼吸リハビリテーションにおける

最新知見の整理と臨床での実際 

［講師］  

水野博彰 

山口県理学療法

士会ナイトセミ

ナー 

Web 開催 



2022.7 転倒予防教室 ［講師］ 

白幡雄大 

黒瀬大貴 

下関市生涯学習ま

ちづくり出前講座 

下関市教育

センター 

2022.7 腰痛予防教室 ［講師］ 

池田高超 

下関市生涯学習ま

ちづくり出前講座 

下関市教育

センター 

2022.9 全身状態の悪化に伴う長期臥床により著

明な ADL 低下を来した TAFRO 症候群患者

の理学療法経験～長期経過における筋力

評価および ADLの変化に注目して～ 

水野博彰 第 35 回中国ブ

ロック理学療法

士学会 

Web 開催 

2022.10 ［講義］ 

安全管理 

［講師］ 

宮野清孝 

日本パラスポーツ協

会公認初級パラスポ

ーツ指導者講習会 

Web 開催 

2022.10 慢性血栓塞栓性肺高血圧症術

後に身体機能向上に難渋した

症例への理学療法経験 

月城一志 第 26 回日本心

不全学会学術集

会 

奈良県 

2022.11 ［講義］ 

機能解剖に基づくキネシオテ

ープの使用方法 

［講師］ 

宮野清孝 

キネシオテーピ

ング協会 

Web 開催 

2022.11 急性期病院から回復期病院へ

転院する際の連携と重要視し

ている事 

水野博彰 第 8 回心臓リハ

ビリテーション

学会中国地方会 

山口市 

2022.11 ［講義］ 

感染対策の基本 

［講師］  

月城一志 

令和 4 年度山口県地

域連携推進リハビリ

専門職養成研修 

Web 開催 

2022.11 慢性血栓塞栓性肺高血圧症術

後に身体機能向上に難渋した

症例への理学療法経験 

月城一志 令和4年度領域別研

修内部障害系理学

療法症例検討会 

Web 開催 

2022.11 当院における急性大動脈解離保

存症例のリハビリテーションプ

ログラムの有効性と実施状況 

月城一志 第 31 回山口県

理学療法学術大

会 

Web 開催 

2022.11 大腿骨頚部骨折に対する作業療法介入

がトイレ動作獲得に与える影響の検討 

和田将平 第 33 回山口県

作業療法学会 

Web 開催 

2022.12 ［講義］ 

臨床実習制度の理念と概要 

［講師・ファシ

リテーター］ 

宮野清孝 

山口県臨床実習

指導者養成講習

会 

Web 開催 

2022.12 心臓リハビリテーションの現状と

課題～理学療法士の立場から～ 

水野博彰 下関方面における循環

器診療連携を考える会 

Web 開催 

2023.1 ［講義］ 

疾患・障害についての基本的な知識の習得 

［講師］ 

水野博彰 

避難救護支援ス

キル習得講習会 

島根県 



2023.1 ［講義］ 

基本的な介助法 

［講師］ 

宮野清孝 

避難救護支援ス

キル習得講習会 

島根県 

2023.2 関節可動域治療の基本 ［講師］ 

水野博彰 

山口県理学療法

士会 

Web 開催 

2023.2 急性期脳卒中患者のリスク管

理について 

［講師］ 

月城一志 

山口県理学療法士

会ナイトセミナー 

Web 開催 

2023.2 ［グループワーク］ 

どうする！リハビリテーショ

ン 

［ファシリ

テーター］ 

宮野清孝 

第 2 回新型コロナウイ

ルス感染症のリハビリ

テーション対策研修会 

Web 開催 

2023.3 ［講演］ 

緩和ケアにおける在宅復帰～

リハビリテーションの役割～ 

［講師］ 

安部裕美子 

令和 4 年度下関

市立市民病院緩

和ケア研修会 

当院 

2023.3 転倒予防教室 ［講師］ 

水野博彰 

下関市生涯学習ま

ちづくり出前講座 

角島公民館 

 

 


